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対 象 者： 岡山県発達障害者支援者名簿から、参加者 8 名 
程度募り開催する。  
開 催 日: 健康料理教室 年間 8 回  
          （平成 29 年 5 月～9 月 毎月 1～2 回開催）  
  内 容: 健康な食生活実践の支援：料理教室、健康教育  
協力機関: おかやま発達障害者支援センター県北支所 
津山、美作地域生活支援センター  
協 力 者 : 美作大学生活科学部食物学科 2 年～4 年生に
よるボランティア  
３. 研究内容 
今年度は、特に、以下の 3 項目を重点に取り組みを行った。 
(1) 前年度の課題を基にした本年度の改善事項 
  ・時間内に調理が出来るメニュー、レシピの再検討 
(2) 改善レシピを基にした参加者への調理サポートの実践 
  ・本年度の参加者の特性把握 
  ・健康料理教室の支援プログラムの運営 
  ・支援のための研究内容の検討 
(3) 支援後の評価 
   ・調理技術の向上度の把握 
   ・カンファレンスによる専門的支援方法の把握 
支援のための健康料理教室のプログラムと運営内容は表 1
のとおりである。 
        表 1 健康料理教室の実施内容 
健康料理教室の支援プログラム  支援のための研究内容 
① 開会行事(日程説明、自己紹介)  
① 時間内に調理ができる  
メニューの再検討(1 週間分) 
② 初回オリエンテーションの実施  
 栄養・食生活調査の実施  
②  時間内にできる発達障害 
者に対応したレシピの再検討 
③ 調理実習の説明(ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝ) ③ 栄養・食生活調査内容の検討 
④ 調理実習(1 食分の献立:4～5 品)  ④ 健康講話内容の検討 
⑤ 会食(参加者・サポータ・スタッフ)  
⑤ カンファレンスにおける 
  サポート方法の検討と評価 
⑥ 健康講話(栄養情報の提供 )  ⑥ 聞き取り調査のまとめ 




１) 参加者は、津山市圏内在住の 20～30 歳の発達障害者 
＊1 美作大学生活科学部 食物学科 准教授・修士（学術） Assoc. Prof.，Dept.. of  Food  Science , Mimasaka Univ., M. A. 
＊2 美作大学生活科学部 社会福祉学科 准教授・修士（保健福祉学）Assoc. Prof.，Dept. of social welfare ., Mimasaka Univ.，M.H.W. 
＊3 美作大学生活科学部 食物学科 助手 ・修士（学術）Research Associate ,Dept. of  Food Science, Mimasaka Univ., M.A. 













        









































人数 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
性別 男  男 男 男 女 女 男 
年齢 ４０ ３２ ２６ ２１ ２７ ２４ ４６ 
年数 ７ ３ ６ ２ ４ １ １ 
回 期日 改善した献立内容 改善内容 
1 




グリーンサラダ        
薬味    
2 














































付け合わせ             
コーンポタージュ  
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        写真４ A さんへの調理サポートの様子 









    写真５ B さんへの調理サポートの様子 









































            写真８ 栄養講和の様子 
⑤ 参加者の支援後の評価 
料理教室終了後、教室運営者と専門的支援員においてカン
ファレンスを行い専門的な立場から指導・助言を受け、改善点
は次回に修正するなどして自立度の向上を図った。カンファレ
ンスの内容は次のとおりである。 
・調理サポーターから参加者の印象を聞く。 
・参加者が戸惑っているところはどこか。 
・参加者からの HELPサインは何か。 
・参加者とサポーターの立ち位置(隣・対面) 
・支援状況 
・参加者のレシピの理解状況 
・参加者とサポーターの会話 
 また、調理技術や料理教室に対する満足度等については、
食後において聞き取り調査を行い、毎回の評価を行った。主な
内容次のとおりであり、７回の評価は表４のとおりである。 
・上手に包丁は使えたか。 
・調理で分かりにくいところがあったか。 
・時間内に調理をすることができたか。 
・調理に満足したか。 
・栄養講和はわかったか。 
・自宅で調理をしたか。 
表４ 参加者別評価一覧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 考察 
(１)継続した料理教室を通して、発達障害者の特性を理解した
調理しやすいレシピを作成することができた。調理経験の
無い方でも調理ができ、自立支援につながったと考える。 
(２)参加者が調理サポーターと調理を進めることで、個に応じた 
調理支援を行うことができ、調理方法などが習得しやすく、 
参加者の調理技術の向上につながったと考える。また、学 
生の発達障害者に対する理解が深まったと思われる。 
(３)料理教室での成功体験は、自宅での調理意欲へつながり、
調理経験を積むことで自立度はさらに向上すると考える。 
(４)カンファレンスにおいて、支援員の専門的な助言は、調理 
サポーターの不安を解消し、認知特性の理解と配慮した伝 
達方法の実践につながったと考える。また、参加者にとって 
安心して参加できる場所になっていたと思われる。 
 
６ まとめ 
(１)発達障害者の特性に適したレシピが重要 
(２)参加者への調理サポートが重要 
(３)美作地域の専門的支援者と大学の連携が重要  
今後は、発達障害者に応じた美作大学オリジナルレシピ集
を発行し、美作地域の支援機関へ配布したいと考える。 
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